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国際バカロレア教育が育てる地球市民
武蔵野大学　教授
司会：時間になりましたので、基調講演②に移
らせていただきます。本日の基調講演②は国際
バカロレア教育が育てる地球市民について武蔵
野大学教育学部教授、大迫弘和先生にお願いし
ております。大迫先生は東京大学文学部をご卒
業された後、千里国際学園中等部・高等部校長、
同志社インターナショナルスクール校長、IB 日
本アドバイザリー委員会委員等を歴任され、現
在、武蔵野大学教育学部教授、千代田インター
ナショナルスクール東京学園長、都留文科大学
特任教授等を兼任されていらっしゃいます。ま
た、国際バカロレア教育の国内第一人者として
知られ、文部科学省及び国際バカロレア機構に
協力し、国際バカロレアの国内普及にご尽力さ
れております。本日は基調講演をお願いできま
すことを大変光栄に存じております。大迫先生
それでは宜しくお願い申し上げます。
大迫：みなさんこんにちは。今ご紹介いただき
ました大迫弘和です。劇作家・平田オリザさん
の話があまりに面白すぎて、聞き惚れてのめり
込んで、「そういえば僕が次話すんだ」という
ことをほとんど忘れていたのですが。平田さん
は先ほど前座とおっしゃったのですが、重なる
ところがすごく多かったので、 2 人で合わせて
一本というような感じの基調講演となればいい
なと思います。
　ダブルバインドという話が最後に出てきまし
たけれど、子どもたち、日本の学校教育、特に
初等教育では先生方は「協力」や「仲良く」や
「力を合わせて」といったことを、日常的に口
にされます。すごく大事な言葉です。子ども達
はそれに従って学校生活のなかで頑張ったりす
るわけですけれども、学習塾では全く違う価値
観で「受験競争の勝者になれ」と言われます。
子ども達の状況はそういう意味でもダブルバイ
ンドの状態というのはずっと続いています。そ
んなことも重なり合いを感じた一つで、今日は
できるだけ「合わせて一本」を考えながら国際
バカロレア（IB）についてお 話 をしたいと 思
います。
　ご紹介にもありましたが、劇作家・平田オリ
ザは知らない人はいない超有名人ですが、僕も
IB の世界では超有名人なのですよね。「大迫が
来た」と言うと「あ、今日はすごいな」という
感じなのです。しかし IB を誰も知らない。だ
から三段論法で言うと、「大迫は IB の世界では
超有名人だ。しかし IB そのものが日本ではほ
とんど 知 られていない。それゆえに 大 迫 は IB
の関係者だけにしか知られていない有名人」と
いうことになります。ということで今日のお話
は、まず「国 際 バカロレアをご 存 知 でしょう
か？」から始めたいと思います。
　「大迫」と言う名前で最近…わかるでしょ？
何を話すか。ワールドカップで私の甥っ子の大
迫が…と言うと場内がシーンとなるんですが、
甥っ子ではありません、半端ない大迫は。ワー
ルドカップでベルギーに負けてしまいましたが
大迫　弘和
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…平田さんのようにワールドカップを見た方に
「手を挙げてください」とは言いません。（笑）
例えば、日本から 5  人、North Korea、South　
Korea から 5  人 ずつ、China から 5  人、それ
ぞれの国で一番サッカーの上手い 5  人に出て
もらう。Japan・Korea・China で JKC20 みた
いなものを作って、ベルギーと試合をしたらど
っちが勝つかというようなことを、試合後に思
ったりもしました。やはりサッカーはチームプ
レーなので、サッカーの上手な人だけが集まっ
ても 単 純 にはいかないかなとも 思 いますが。
IB をやっていると、そういう一つの国に留ま
らない発想が出てくるのかなと自分自身で最近
思ったりしています。
　今日の話の流れは、先ほど申し上げましたよ
うに、まず IB についてご紹介して、それから
次に IB を終えた生徒たちが世界中の大学から
歓迎されているのはなぜか。そこの部分で IB
プログラムについて 少 し 紹 介 させていただい
て、最後に今日のテーマとして設定されていま
す「IB が育てる地球市民とは」というお話を
していきたいと思います。
　前提として、ナショナル・カリキュラムとグ
ローバルスタンダード・カリキュラムという 2
つのカリキュラムについてのお話をしていきま
す。カリキュラムは非常に大きくカテゴライズ
すると、この 2 つになるわけですよね。
　 1 つは、その国が持っているカリキュラム。
初等・中等教育の場合、日本では学習指導要領
と呼ばれるものが、このナショナル・カリキュ
ラムにあたります。ナショナル・カリキュラム
というのは、その国の文化・伝統・歴史・価値
観等を背景とした、その国の良き国民を育てる
ことを目的としたカリキュラムです。それぞれ
の国の文化・伝統・歴史・価値観、それからそ
の国のその時点での目標とかを背景としていま
すので、ナショナル・カリキュラムは国によっ
て 異 なるというのは 当 たり 前 のことになりま
す。先ほど何回か出てきましたフィンランドの
ナショナル・カリキュラムと日本のナショナル・
カリキュラムは本当に違う。それは、それぞれ
の国の持っている基本的価値観・目標が違って
いるというところにあると思います。
　そしてカリキュラムにはもう 1 つ別のものが
あります。グローバルスタンダード・カリキュ
ラムと呼ばれているものです。世界標準カリキ
ュラムと呼んだりもします。それは、世界のど
の国にも通じる地球規模の視点を持つよき地球
市民を育てるためのカリキュラムとしてプログ
ラム化されたものです。
　上のナショナル・カリキュラムがその国のた
めに、そしてその国に属するということで言う
と、グローバルスタンダード・カリキュラムは
どの国にも属していません。しかしそれは恐ら
く逆の言い方のほうが正しくて、グローバルス
タンダード・カリキュラムは世界のどの国にも
属することができる。このカリキュラムを学ん
だ子ども達は世界のどの国でも生きていくこと
ができる。そのための準備をさせてあげるのが
グローバルスタンダード・カリキュラムという
ことになると思います。
　今日ご紹介する IB についてよく質問がきま
す。「大 迫 先 生、IB はどこの 国 のものです
か？」。回答は「どこの国のものでもありませ
ん」。基本的には欧米の英知を結集して作り上
げられたプログラムということが正しいという
ことになりますが、どこの国にも属してはいな
い世界標準カリキュラムです。世界標準カリキ
ュラムのなかで、いま2018 年 というこの 段 階
で、最も完成度が高く、世界で最も高く評価さ
れている世界標準カリキュラムが国際バカロレ
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ア（IB）ということになります。
　今、日本の国の教育の方向性は、この図で言
うと、国のカリキュラムの中に世界標準カリキ
ュラム的な要素をできるだけ入れていこうでは
ないか、というのが基本の流れだと考えればよ
いのかもしれません。今までは国のカリキュラ
ムは、国のカリキュラムとしてがっちりやって
きたわけですけれども、それだけではダメであ
ろうということで、世界標準カリキュラム的な
要素を入れていこう、というのが大きな流れだ
と考えます。なぜかというと、「今日的及び未
来的状況」と書いてありますが、皆さん日常的
に耳にしている言葉を並べていますけれども。
こういう状況のなかで、今までやってきたカリ
キュラムのままでこれからの時代を子ども達が
生きていけるならば、今までのカリキュラム通
りにやればいい。決して悪いカリキュラムをこ
の国はナショナル・カリキュラムとしてやって
きたわけではないので、ある意味世界に誇るこ
とができるぐらいの内容を持ったカリキュラム
を持っている国ですから、そのままやればいい
わけです。しかしこの状況を考えたときに、戦
後75年続けてきた教育をこのまま続けていいか
ということに対しての答えは明らかで、それは
違うだろうということです。そこが、今日本が
教育改革というものを志向している大きな根拠
だと思います。
　わが国の世界標準カリキュラム化という流れ
の始めはここら辺かなというのが、2011年 6 月
にグローバル人材育成推進会議というのが東京
で行われていました。
　これは日付を見ると日本人であれば、すぐあ
の頃だと、東日本大震災の直後ですよね。あの
ときに東京ではこんな会議が行われていまし
た。政界・財界・教育界が一緒になって動いた
形の会議だったのですけれども、このグローバ
ル人材育成推進会議を取りまとめたのが鈴木寛
という人で、彼がこれを引っ張ってまとめてこ
こまで持ってきて、今の教育の国際化の牽引役
を務めていると考えます。
　大震災の後、民主党政権から自民党政権に替
わって、流れが変わったかというと、この部分
については政権が替わってもこの流れは変わり
ませんでした。そしてこの会議で、初めて国の
レベルで「国際バカロレア（IB）」という名称
が浮上しました。これも先ほど申し上げました
鈴木寛というこの会議のまとめ役だった人物が
したことだと思いますが、「IB の導入を図るこ
と」という少し曖昧な表現だったのですけれど
も、この会議で初めて IB というものが国の中
で浮上してきました。と同時に、文部科学省の
中では IB に通じている人間がいないので、私
が IB についてのアドバイザー的な役目を始め
たのがこの時期から少し後になります。
　こういう流れのなかで、2013年の 6  月に閣
議決定という形で、「一部日本語による IB の
教育プログラムの開発・導入等を通じ、IB 認
定校の大幅な増加を目指す」ということが決ま
りました。2020年までに200校という数値目標
はまだ達していないですけれども、具体的に国
の戦略として決定して関係者が動き始めたとい
うことになります。
　IB には色んなイメージや「それは絶対違う
な」という捉え方も結構国内では存在していま
す。まず、Alec Peterson という IB の 生 みの
親と言われているスコットランド人の教育者・
哲学者、軍人でもあったのですけれども、彼が
IB を生み出す時に残している言葉です、「自己
の内的環境と外的環境の両面における身体的・
社会的・倫理的・美学的・精神的な側面を理解
し、修正し、享受するために、個人の能力を最
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大限に育てる」ということを言っています。
　「生徒が国際的な視点や理解を身に付けるの
を促すことは不可欠ではあるが、それだけでは
十分ではない。生徒は社会に望ましい貢献をす
るためのスキルや価値観、そして行動する意志
をも身に付ける必要がある。責任ある市民と
は、コミュニティに積極的に関わり共感できる
心を持つ、豊かな知性を持った市民である。若
者が精いっぱい人生を楽しむよう促すこともま
た重要であり、全人的な教育には人生体験を豊
かにしうる芸術や娯楽、スポーツに触れること
も含まれる。全人教育を完全なものとするに
は、余暇を楽しむことも推奨されなければなら
ない。」
　1968年、スイスのジュネーブで IB は誕生し
ました。よく日本で使われる表現で言うと、「50
年の節目」というのが今年2018年になります。
ここに書いてある Alec Peterson の言葉が、国
際バカロレアというプログラムの根底に横たわ
っている考え方・価値観であるということをま
ずお示しして、 2 番目のところで申し上げたよ
うに少しプログラムの説明をいたします。まず
誕生のときにこういう考え方に基づいて生まれ
たプログラムであるということをお示ししてお
きたいと思います。
　IB のディプロマ・プログラム（DP）は、1968
年スイスのジュネーブでインターナショナルス
クールで学んでいる高校生たちのために作られ
たプログラムです。具体的に言うと、1968年当
時のスイスのジュネーブ、大戦が終わり20数年
経過していますから、ジュネーブが国際都市の
様相を再び呈していて、世界中の子供たちがス
イス・ジュネーブのインターナショナル・スク
ールで学んでいる。彼らはそこで高校生活を終
えた後に、母国の大学を受験しようとしてもで
きない状況でした。例えばイギリスの大学を受
ける場合、最終 2 学年で A レベルという勉強
をしてなくてはいけないのですけれども、それ
はもちろんイギリス国内でないと受けられませ
ん。イギリスの子がジュネーブで過ごし、大学
は自分の国の大学に行きたいなと思いイギリス
国内の大学にアプライしたとします。イギリス
の大学からは A レベルの結果の提出を求めら
れます。彼・彼女は「すみません、私は国を離
れていたので A レベルを 受 けていないので 見
せられるものがありません」と答えざるを得ま
せんよね。そうするとイギリスの 大 学 は、「あ
なたはイギリスの子だけれども残念ながら受験
することはできないわね」ということになって
しまったわけです。
　それが世界中の国に多発していて、彼らを何
とか救済しなくてはいけないだろうということ
で、どの国でもその国の制度と同等として見ら
れるプログラムというのをきちんとやらせてあ
げて、それをもってそれぞれの母国・祖国での
受験というのを可能にするシステムというもの
を生み出そうということになりました。それで
生み出されたのが、この IB・DP プログラムと
いう高校 2 年生 3 年生の 2 年間のプログラムで
す。この 2 年間は今申し上げた、イギリスの
A レベルの 2 年 間 というのを 模 しているので
すけれども。
　DP が誕生した1968年以降、同じ状況でイギ
リスの子が祖国を離れている、大学は自分の国
の大学に行きたい、イギリスの大学にアプライ
をした、「A レベルを見せてください」と求め
られる、「A レベルはやっていません」。 前 は
「じゃあダメね」と言われたわけですけれども、
その高校生は「A レベルはやっていないけれど
も、私はジュネーブで DP を修了しています」、
イギリスの大学は「それだったらあなたはイギ
リスの大学を受けることはできますよ」と状況
は大きく変わったのです。
　ということで、IB の DP は大学受験に対し
て、母国を離れている高校生たちの不利益を解
消しようというところから生まれたプログラム
なのです。それ故、IB が大学入学のための特
別プログラムのようなイメージが特に日本の国
内には蔓延しているところがあるのです。それ
で先ほど敢えて、IB の生みの親である Peter-
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son の言葉を示しました。
　今、日本語でこの表を見て頂いています。
　先ほど、国としてこの DP というプログラム
を拡大していこうという案が出たときに、実は
この国際バカロレア DP を実施できるのは、英
語・フランス語・スペイン語だけだったのです
ね。高 2 高 3 の各教科の学習内容を英語・フラ
ンス語・スペイン語で勉強できる高校生ってこ
の国にどれだけいるでしょうか。ほとんどゼロ
に等しいと思います。できるのは帰国生徒であ
ったり、小さい時から特別な環境にあって英語
が自分の言語になっているような、本当にすご
く稀なケースだけで。日本で生まれ育った高校
生たちにこの DP を提供することなんてできな
い。
　内容として IB というのはたしかに国際標準
プログラムとして圧倒的強さを持っていますの
で、それを本当にやりたいのならば、日本語で
できる環境を作らなくてはいけない。というこ
とで、ジュネーブに本部がある国際バカロレア
機構（IBO）と、IBO としてはアジアの言語で
それをやるというのは本当に信じられないこと
だったのですけれども、文部科学省が IBO と
本当に粘り強い交渉を続けて2013年の 3 月に日
本語で IB をやるということが両者のなかで合
意に到達したということがあります。
　国際バカロレア機構は、「IBO としての我々
はインターナショナル・バカロレアという『国
際』という言葉を冠しているのだけれど、本当
の意味では国際ではないのではないか」という
内部議論が2007年頃から実はあったんですよ
ね。アジアとかアフリカとか全然含んでいない
ではないかという意味で。本当の意味でインタ
ーナショナルという広がりを持ちたいという彼
らの戦略と、それから国際標準プログラムとい
うのを日本の国の中に少しでも入れていきたい
という日本の思惑が合致したことが、日本語プ
ログラムが誕生した背景にあったということが
言えます。DP では世界統一試験というのをや
るのですけれども、英語・フランス語・スペイ
ン語以外、現在では日本語でもできるようにな
っています。
　例えば、世界統一試験は 5 月と11月に北半
球・南半球でやるのですが、問題は一緒です。
問題文は例えば、「IB 物理」という問題があっ
て、今までは英語・フランス語・スペイン語で
同じ内容が出ていたのですよね。子ども達は自
分のできる言語で答える。同じ内容が日本語で
出きるようになったというだけで、日本の子ど
も達のために問題が変わるわけではないです。
カリキュラムは一緒ですので。ただ、カリキュ
ラムを運用している言葉が日本語で、最終試験
も日本語になるとなったのが2013年ということ
になります。
　内容については後でお話しますが、申し上げ
たように高校 3 年間のうちの後半 2 年間、 6 つ
の教科とブルーの部分 3 つのコアというのです
けれど、必修の課題という 9 つの学びをやって
いくのが IB のディプロマ・プログラム（DP）
です。
　これは1968年に生まれて今50年と申し上げま
したが、MYP というのが1994年にできました。
26年後になるのですけれども、これは厳密に言
うと日本の学年にあてて言うと小学校 6 年生か
ら高校 1 年生の年齢にあたるのですけれど、日
本の学校では主に中学校で実施するプログラム
になります。これは最終試験というのが無く、
元々何語でやってもいい言語縛りが無いプログ
ラムですので日本語でもできます。この MYP
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（Middle Year’s Programme）というものは先
ほどからご紹介しているディプロマ・プログラ
ム（DP）の準備プログラムという意味があり
ます。DP を 2 年間だけでやるのはなかなか生
徒たちにもしんどいかなというところがあり、
少し前から IB の理念に基づいた指導方法・学
習方法による教育プログラムを提供するのが良
いのではないかというので 考 えられたのが
MYP です。
　さらに1997年、20年ほど前になりますが、 3
歳から小学生にあたる初等教育の段階のプログ
ラム、Primary Year’s Programme（PYP） が
誕生しました。これで 3 歳から18歳までの一貫
したプログラムというのが誕生したということ
が、IB の歴史になります。　
　PYP ですが、そもそも初等教育と中等教育
というのが根本的に違います。日本でも小学校
までは学級担任の先生が全部見てくださいます
よね。中等教育になってから、各教科の先生が
出てきてくださるという状況で、初等教育と中
等教育は教える形態からもその違いがはっきり
しています。IB もそれは全く同じで、PYP は
先ほどの MYP の準備プログラムという意味は
ありません。教育の本質のところが全く違って
いますから。ただ、IB の理念や方法などにつ
いてはしっかりと IB 教育の要素を持っている
ということで、要するに IB の初等教育バージ
ョンという 風 に 考 えていただければと 思 いま
す。理 念 などといったものはもちろん IB プロ
グラムですから、PYP・MYP・DP というもの
のなかで一貫性はあるのですけれども、具体的
に教室でやっていく事柄については、PYP と
は MYP・DP とはかなり違う内容でのアプロ
ーチになっています。
　もう一つ、今日は用意して来ていないのです
が、2012 年 に IB キャリア・リレイティッド・
プログラム、IBCP と言うのですが、高校を出
て社会に出て行く高校生のためのプログラムが
できています。先ほども触れましたが、どうし
ても IB というのは大学進学のための特別プロ
グラム、非常に限定された子どもたちのために
存在しているというような誤った認識というの
があって、IB もそれは非常に気にしていると
ころがあり、高校を出て社会に出て行く子ども
たちのためのプログラムというのを 6 年前に新
しく作ったということがあります。今日は図を
持ってきていません。
　2013年に IB を導入する時にどう考えたかと
いうことで、これは文科省のほうの文章をその
まま 持ってきていますが、IB というのが 一 つ
の方策として活用する価値があるという評価を
与 えたわけですね。そして、「日 本 語 DP はグ
ローバルスタンダード（IB のような 国 際 教 育
プログラム）と我が国の要素や実情を適切に調
和させる取組でもある」というふうに書いてい
ます。目標は高校200校なのです。今日本では
大体4,000校ぐらい高校があるのですけれど、
そのなかの200校を、IB を実施する高等学校に
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しようと。では 残 り3,800はどうかと 言 うと、
IB 校が一つのモデルになり各都道府県のなか
に存在して、その3,800校に影響を与えていこ
うということで、IB を日本の教育全体のなか
に何らかの形で意味を持たせていきたいという
のが国のプロジェクトです。200校を生んで終
わりというものではないです。その後のほうが
大事だと僕は考えていて、他の学校に関してど
う影響を与えていくかというところが勝負にな
っていくと思います。
　 2 番のところは、IB の導入・推進は英語力
をつけることのみが 目 的 ではないということ
で、これも最初は IB といえば英語という感じ
だったのです。あるいは「国際」と付くと、す
ぐ「英語」という風にこの国ではなる。そこは
この国が早く超えなくてはいけない、なかなか
超えられないところなのですけれど。すぐ「国
際交流」は「英語」のような感じでなってしま
うところがあります。IB についても 同 じで、
「IB をやるためには 英 語 ができなくてはいけ
ない」と。いや、それではできないので日本語
DP というものを 作ったというところがまだな
かなか伝わっていないところがあります。
　 3 番は今日のテーマに近いでしょうか。大学
関係者にも適切な理解を頂けることが重要であ
るということは、最初から認識をしています。
　加えて、次のようなことを色々とやって
います。基礎的な環境を作らないとなかなか新
しいプログラムを現場の中に入れるのは難しい
ので。 2  番目にある「DP の導入のための教
育課程の特例措置の新設」で、ちょうど 2 年前
くらいになりますね、2016年 8 月に学校教育法
施行規則が改正になりました。そして日本の学
習指導要領と IB のディプロマ・プログラムを
重ね合わせて、「IB のこの科目は学習指導要領
上のこの科目をやったことになる」というよう
な重ね合わせを法的に確かなものにしました。
これをやらないと日本の高校生たちは学習指導
要 領 をやらなくてはいけないので、それと IB
のカリキュラムをやるということは、単純に考
えて 2 つのカリキュラムをやるということです
から 2 倍になってしまいますよね。僕が最初に
見たいくつかの IB 導入校では、子どもたちは
本当にいっぱいいっぱいで放課後の部活動をや
っている時間がないというとても不健全な状態
だったのですよね。これではやる価値がないと
いうことで、内容的に突き合わせていって、こ
こは僕、文科省の初等中等教育局というところ
と一緒にだいぶ頑張って作ったものです。重ね
合 わせをして 今、日 本 の 高 校 で IB ディプロ
マ・プログラムを導入しても通常より少し多い
くらいの時間割になっています。放課後、好き
な活動をするための時間も取れるぐらいの、あ
る意味ヘルシーな高校生活をきちんとデザイン
してあげているというふうには思います。
　国内の大学入学選抜、IB の普及促進という
のは、先ほどの大学も認識が重要というところ
と重ね合わせて、このような形で国内大学の入
試が、特に創価大学も含め37大学はスーパーグ
ローバル・ユニバーシティというものに指定さ
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れていますが、そこは IB に対して積極的に取
り組まなくてはいけないというふうに御承知の
ところで皆さん書いてらっしゃるので、それも
含めて今 IB を終えた生徒たちを積極的に受け
入れる体制ができています。これは文科省の資
料をそのまま持ってきたのですけれども、少し
古いので、載っていない大学も今は存在してい
るような状況です。
　このことは 皆 さんご 存 知 ですよね。「主 体
的・対話的で深い学び」。2020年というと皆さ
ん東京オリンピックやパラリンピックとすぐ思
われるかと思いますが、教育界では学習指導要
領が変わる年。戦後最大の改革と言われている
新学習指導要領です。なぜかを簡単に言うと、
今 までは 内 容 の 多 さや、どのくらいやるかな
ど、何を教えるかといったようなところでずっ
と議論が延々とされていて。10年に 1 回、日本
のナショナル・カリキュラムは 変 わりますの
で、20年前のキーワードは「ゆとり教育」だっ
たのですね。ガッと減らした。子どもたちはも
っと子どもらしく生きたほうがいい、ゆとり教
育が出たとき日本中、大歓迎したのですよね。
「やっと子どもを受験地獄から救済できる」み
たいに。多くの方が良い選択だと思ったはずな
のですが、残念ながら上手くいかなかった。そ
の理由は今日の主題ではないので触れません
が。ですからその次の10年目の新学習指導要領
のキーワードは「脱 ゆとり」 だったのですよ
ね。ゆり戻しがあった。
　その10年後、今回はもう量とかではなくて、
いま日本の教育が最も問わなくてはいけないの
は方法なんだ、内容ではない、量ではない、方
法を初めて問う。というので主体的な、そして
対話的で、深い学びというのは、今までの「覚
えて終わり」ではなくて、それを一歩進めた、
英語で言うと to know という状態から to un-
derstand に 持っていこうというふうに 言 うと
分かりやすいかもしれませんが。そういう学び
に持っていくんだ、そのための方法をこれから
しっかりと教育現場で実行していこうというの
が2020年の新学習指導要領のキー・コンセプト
になっているわけです。実はそれの先行的なモ
デルとして、IB の導入というのが位置づけら
れているというふうに考えていただければと思
います。
　どうして IB の子どもたちは世界中の大学で
歓迎されるのかということを、内容を説明する
ことによって行いたいと思います。
　IB は結局、今見ていただいている左側の 5
つのスキルを身に付けるための教育なのです
ね。 3 歳から18歳まで、その年齢に応じてこの
5 つのスキルを身に付ける。それが IB 教育の
具体的な目標です。ですから、このスキルを身
に付けている高校生たちを世界の大学は本当に
歓迎する。高等教育への準備がしっかりできて
いる。IB を終えた僕の教え子たちは、初めて
IB ではない教育を受けた生徒、例えば日本の
学生と会ったときに、「大迫先生、日本の高校
って 何 を 教 えているのですか」と。それは IB
を終えた教え子たちが何回も僕に問うてきた質
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問です。IB で徹底的に鍛えられた高校生たち
にはもう一つ、後で触れますが attitude（態度）
というのがあるのですよね。だから IB の 生 徒
たちが世界の大学にすごく歓迎されるのは、高
等教育の準備としてのスキルと attitude とい
うのを身に付けている。歓迎されないわけがな
いということになるかと思います。
　右側の「指導の方法」と書いてあるのが、
IB の指導の方法で「探究基盤、概念理解、地
域的な文脈とグローバル文脈、効果的なチーム
ワークと協同、学習への障壁を取り除くデザイ
ン、評価」というようなこと。これを一つずつ
僕自身、大学の教員養成の講義でここら辺を丁
寧に彼らとやっているのですけれども、これ全
体を簡単に言えば、もし皆さん方が日本で初
等・中等教育を捉えていたら、皆さん方が受け
られてきたその教育とは真逆の状態の教育であ
ると言ってよいかもしれないです。
　 5 番 は 少 しわかりにくいので 説 明 すると、
「学習への障壁を取り除くデザイン」というの
は、辞書的な意味では反対言葉ではないのです
けれど、敢えて言うとこれの反対は「画一的一
斉教育」という意味になります。子どもたち一
人一人に絶対に何らかの壁がある。ある単元を
学ぶときに、「A さんはここが壁になっている」
「B くんはここを取り除いてあげないと先に行
けない」「C さんはこういうところでどうして
もつまずいている」。それぞれの 壁 があるので
それぞれをきちんと 取 り 除 いてあげて、A さ
んには A さん用に、B くんには B くん用にア
プローチをしてあげてやっと 先 へ 行 けるとい
う、それがこの 5 番の意味になります。
　IB の教室ではこの 1 ～ 6 というものを指導
の方法として、IB 教員が実施しています。
　もう一度プログラム図で、外側に名称があっ
て、 2 枠目が教科です。言語と文学、言語の習
得、これは第一言語と第二言語、言語が 2 つあ
ります。IB は 7 歳から第二言語を勉強すると
いうふうに決まっています。それは言語を学ぶ
ということが国際理解ということの基本的な事
柄で、言葉をできるようになるというのとは全
然関係なく、他の言語が存在しているというこ
とを知るということ自体に国際理解の原点を置
いていますので、 7 歳 からやるのですけれど
も。18歳まで 2 言語を学びます。
　個人と社会は社会、数学は数学、理科は理科、
そして芸術は必修。東京大学は大体3,000人く
らい 1 学 年 が 入 るのですけれど、その3,000人
のうち高校 3 年生のときに芸術を履修していた
学生はどれくらいいるでしょうか。ほとんどい
ないと思います。いわゆる受験進学校というの
は高校 1 年生で芸術科目は終了してしまう。な
ぜなら、受験に関係ないから。東大などで芸術
を高 3 までやっていた学生は、おそらく東京芸
大か東大か最後まで迷っていたような、非常に
例外的なケースだと思っています。
　しかし、IB の場合、修了生は世界を代表す
る名だたる大学に行くことが少なくないのです
けれども、彼らは高 3 まで芸術をやる。全員必
修なのです。この 6 科目は必ずやり続けなくて
はいけない。僕はこの 1 点とってだけでも日本
の教育を変えるヒントになるというふうに非常
に強く思っているところがあります。
　リベラルアーツ、18歳までは万遍なく人間の
基礎を形成するために必要なことはやるのだと
いう考え方に基づいてのプログラムであると言
えるかと思います。
　「知の理論」・「課題論文」・「創造性、活動、
奉仕」というのは、教科学習より重要なもの。
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「知の理論」は何を学ぶのかというと、メタ認
知のような学びなのですけれども、「知る」と
いうことはどういうことか、「数」というのは
どういうものなのか、「歴 史」はどういうもの
か。「歴 史」を 知 るということはどういうこと
かということを学んで、外側の個人と社会の科
目を学ぶというような構造になっています。
　それから「課題論文」というのを最後、プロ
グラムの修了時に書き上げていく。 6 つの教科
群の中から一番興味を持った教科の事柄をテー
マにして書くのです。それから下にある「創造
性、活動、奉仕」、これは実際に読んで字の如
しで、創造性は様々なことを創造していく。活
動というのは自分で様々なプランを立てて、
様々な活動をしていく。奉仕というのはボラン
ティア活動的なことをやっていく。これをやら
なくてはならないという 決 まりがあり、「創 造
性、活動、奉仕」を含め、コアというこの「課
題論文」、「創造性、活動、奉仕」、「知の理論」
をきちんと完了できないと、仮に外側の 6 教科
群がものすごく優秀でも IB の修了証書はもら
えないということになります。そこに IB の 価
値観というのが明確に示されています。
　そしてさらに、指導の方法、学習の方法とい
うのは先ほどご覧いただいた表なのですが、さ
らに内側に IB の学習者像というのがあり、今
日それだけお手元にお渡ししています。IB の
プログラムの中心です。ここにたどり着くのが
IB の目標であります。
　お手元に、「IB Learner Profile」（ IB の学習
者像）《Life- long Learner を目指して》」と書
いてあると 思 います。この「Life-long Learn-
er」も IB のキーワード。
　今日キーワードというのをいくつかお示しし
ていますが、IB mission statement、「mission 
statement」というのは欧米系の教育機関では
必ず持っていると言っても良い、最上位概念と
言われる最も重要とされる文章のことです。
IB の mission statement には、「IB は多様な文
化の理解と尊重の精神を通じてより良い、より
平和な世界を築くことに貢献する、探究心・知
識・思いやりに富んだ若者育成を目的としてい
ます」と書いてあります。より良い、より平和
な世界を築くことに貢献するということを、国
際標準プログラムとしての明確な目標として掲
げている。繰り返し申し上げていますが、18歳、
19歳段階でどこかの大学へ進むなどということ
は人生の一つの通過点であって、IB の目標で
も何でもない。IB は最終的には自分が学んだ
ことで、自分自身もそして自分の周囲の人そし
て地域さらには世界というものに対して、どれ
だけ自分の学びを活かして貢献できるかという
ことが学ぶことの意味なのだという明確な考え
方を持っています。
　加 えて、今 Life-long Learner をお 見 せする
ために mission statement を読んでいますが、
IB のプログラムは世界各地で学ぶ児童・生徒
に人が持つ違いを違いと理解し、自分と異なる
考えを持つ人々にもそれぞれの正しさがあり得
ると認めることができる人として、積極的にそ
して共感する心を持って生涯にわたって学び続
けるよう働きかけています。
　最も重要とされる位置にある、mission statement
の中に Life-long Learner（生涯にわたって学び
続ける人）という言葉が明確に入っている。そ
してこれも先ほどの平田オリザさんの話に重な
る部分ですが、自分と異なる考えの人々にもそ
れぞれの正しさがあり得るという異文化理解の
原点のような、出発点でもありゴールでもある
30
というふうに 考 えるのですけれども、それも
IB の mission statement の中に明確に言語化さ
れているということをお伝えしておきたいと思
います。
　僕は、この 5 年間くらい北海道から沖縄ま
で、様々な所でこの IB に関してお話をたくさ
んの方々にしてきています。そのなかのいくつ
かは、いわゆる先生方に対して IB を説明する
という、例えば山梨県だと、山梨県立甲府西高
校 というのが IB 校 になるのですけれども、そ
ういう先生方のために行くとか、あるいはどこ
かの東北の県あるいは中国地方の県にも、ここ
でやっていこうというような所が決まると、ど
ういうものか説明をしていく。場合によっては
県の教育委員会から急に IB 校になることが伝
えられたりするので、先生方にとっては青天の
霹靂で、「えぇ！」というような感じで、さら
に IB と聞くと「今までの教育を全否定するも
のを自分たちはやらなくてはいけないのか」と
いうような感じで、完全に怒っているのですよ
ね。しかも放課後でしょ、僕がお話に行くのは。
1 日生徒と一緒にいて、かつ、ブラックとか言
われていますけど部活動もやり、クタクタのな
かで東京から何か説明があるといって、雰囲気
がいいはずがないですよ。そういうときに限っ
て、「大迫さん行ってくれ」と言われて、お話
しする部屋に入った瞬間に「今日帰れるかな」
と感じるようなことがありました。
　しかし、最初はそういう雰囲気でやり始めて
も段々「あ、もしかしたら ...」となる点が 2 つ
あります。 1 つは「戦後75年我々がこの国でや
ってきた教育は決して間違っていなかった」
と。日本の国が今様々な問題があるけれど、と
りあえず今私たちはこの場でこうやって教育に
ついて 語 り 合 えるというような、こんな 状 況
を、これだけ平和で安定的で穏やかで、世界的
に見るとやはりこの国は恵まれた状況で、1945
年本当に何もなかった国がここまでになったの
は、これまでの教育を皆で力を合わせてやって
きたからではないか。これを否定するのはこの
国を否定することに繋がるということを、僕は
明確に言います。「皆よく頑張ってきたんだよ、
皆で力を合わせてやってきたんです」と。それ
について明確にメッセージを出すと、皆さん方
「あっ、もしかしたらコイツは話が分かるかも
しれない」という雰囲気になってきますよね。
　その後に、この IB Learner Profile を示した
ときが 2  点目です。「これが IB が目指すもの
です」というふうにお 見 せしたときに、「自 分
が何年か前に、何十年か前に、先生という仕事
を選ぼうと思ったときに、自分が出会う子供た
ちはこんなふうになってくれたらいいなと夢を
描いていた。それがここにあるな」と感じる先
生が圧倒的に多い。だから IBってそんなに遠
いものではない。「自分たちが教育という仕事
を選んだときに大事に思っていたことと、IB
ってあまり距離はないな」と。そのときにだい
ぶ雰囲気が変わります。
　さらにプログラムについて様々な話をしてい
くと、すごく悪かった雰囲気が変わるのですよ
ね。100% ではないですよ、どこの職場でも反
対は必ずありますから。しかし、ほとんどの先
生が「もしかしたら今自分が持っている子ども
たちのために少しこういう要素を入れてみよう
かな」と、心が動いているのが見えるのですよ、
ここから。
　だから僕は、まだこの国は大丈夫だとそのと
きは深く思います。もし逆であったら、最後ま
で「関係ねえ」と言い続けるような環境である
と、「大丈夫かな」と思ったりもしますが。 5
年 以 上、IB のことを 伝 えるなかで、そういう
反応というのが本当に北海道から沖縄まで、日
本の先生方はやはり生徒想いだということをし
みじみ感じます。自分の子どもたちのためであ
ったら頑張らなくてはいけないんだと思う先生
が圧倒的に多いということを感じます。もしそ
うでなければ僕は途中で折れていたと思うので
すけれども。
　それがこの IB Learner Profile というもの
で、僕が特に語りたいことになります。例えば、
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Caring。「私たちは、思いやりと共感、そして
尊重の精神を示します。人の役に立ち、他の
人々の生活や私たちを取り巻く世界をよくする
ために行動します。」。
　Open-minded、心を開く人。「私たちは、自
己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止
めると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価
にもまた正しく受け止めます。多様な視点を求
め、価値を見いだし、その経験を糧に成長しよ
うと努めます」。Open-minded というと個と個
との関係で考えられることが多いのですが、
IB の場合は個と個の関係以外に異文化間に関
しての Open-minded というのを明確に示して
います。それがやはり国際標準プログラムとし
ての卓越した部分であると思うのです。
　Principled、信 念 のある 人。「私 たちは、誠
実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもっ
て行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊
厳と権利を尊重して行動します。私たちは、自
分自身の行動とそれに伴う結果に責任をもちま
す」。というように、 3 つほどピックアップし
ましたが、また後ほど時間のあるときにお手元
にある Learner Profile というのを 見 ていただ
ければと思います。日本の家庭によくあること
ですが、冷蔵庫等に貼っといていただくと日常
的に目に留まって良いかと思います。
　IB Learner Profile の「Learner」 という 単
語だけに、最後、注目してお話したいと思いま
す。一 般 的 にこういうものは　、例 えば「IB 
Student Profile」、IB の児童・生徒像というふ
うになることが多いかもしれません。だけれど、
IB はここを「Student」ではなくて「Learner」
というふうになっています。Who is a learner? 
Learner は誰でしょう。もちろんそれは児童・
生徒であります。と同時に、先生方も含めるの
ですね。それから parents、保護者も含める。
関係ある全ての人、IB コミュニティというの
ですけれども、全ての人が目標を共有して、子
供たちだけに強いるのではないというような考
え方に基づいて Learner という言葉がありま
す。
　最後のセクションです。IB が育てる地球市
民とは。我々は IB ペーパーと呼ぶのですが、
IB の文章からその説明をします。何回も見て
いただいているプログラム図の一番下のところ
に「国際的な視野」というのがあります。先ほ
ど MYP、PYP のプログラム 図、 それから
IBDP ももちろんそうなのですが。必ずこの円
の一番外側に「国際的な視野」、英語で言うと
International-mindedness と 言 う の で す け れ
ど、それが掲げられています。このプログラム
に掲げられたモットーというようなことになり
ますでしょうか。
　IB ペーパーによると、それはこういうよう
な形で構成されます。「人類に共通する人間ら
しさと、地球を共に守る責任の認識というもの
を持ったときに、国際的な視野を持つというこ
とが実現される」「世界に対する開かれた態度
と人間が相互に関わり合っているという認識に
基づく考え方、あり方、行動というものが合わ
さった時に、国際的視野を持つということが実
現できる」「自分自身のものの見方・文化・ア
イデンティティの振り返りと、他者に対する同
様の振り返り」。少し長かったので、ここはこ
ういう表現をしましたが細かく言うと、「他者
のものの見方・文化・アイデンティティに対す
る同様の振り返り」ということになります。こ
れを 2 つ合わせ持ったときに国際的な視野とい
うものを獲得できるだろうというのが IB の考
え方です。
　先ほどの「国際といえば英語」ということに
ついて、民族的アイデンティティとして英語に
対してどうしても抜けられないところがありま
すが、それでもまだ完璧ではないとしても「英
語ができるからといって国際人ではない」とい
う考え方はほぼ共有されているかなと思いま
す。英語が滅茶苦茶下手であっても、先ほどの
Principles、信念のある人という Fairness 公正
さがあれば、世界の人たちと一緒に動ける。こ
の人は人間として信用できるかどうかというも
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のがきちんとあれば、言語が多少たどたどしく
ても絶対に繋がることができる。逆に言語が流
暢でも、「この人は人間的に信用できないな」
となれば共に生きることができないと思うので
すよね。そういう意味で言語・英語というもの
と、いわゆる国際性というものはそのままイコ
ールではないというのはほぼ共有、認識されて
いると思うのです。
　もう一つあるのが、「国際」というと、「自分
のことあるいは自国のこと日本のことを蔑ろに
しているのではないか」というような、「外 に
ばかり目が向いている」といったような指摘。
僕もある会場で質問を受けたことがあります。
「お前は日本のことをどう考えているんだ」と
いうふうに言われて。そういう質問をされる方
ですから、だいたい雰囲気は分かると思うので
すけれども。それ以降同じような企画の時は必
ず入場者チェックというのが始まったのですけ
れども。僕はそのとき正直に「僕は日本国籍を
持っている日本人です。僕は自分の祖国、母国
である日本をものすごく愛しています」と明確
に話をしました。と同時に、「他の国に対して
も同じような気持ちを持てたらいいなというふ
うに思っている」と答えました。その方からは
「よし」と。僕としては「どうもありがとうご
ざいました」って感じになりましたが。
　それは本当にそうなのですよね。だから「国
際」というと自分の国のことをよく見ないで外
へ行ってしまうというイメージがあったとすれ
ば、子どもたちを絶対そういうふうに持ってい
ってはいけなくて、まず自分のこと、自分たち
の国・文化・歴史や家族や仲間を大事にして、
そこから「国際」という学びがスタートしてい
くというのはすごく大事なことなので、今見て
いただいているページはそれのことを言ってい
ると思います。
　以上、IB の教育プログラムについて細かな
お話をするというのは本当に時間が必要なこと
で、大学ですと15時間という講義全体で 1 つの
プログラムをやる、それでも学生がまだ分から
ないというような性質のものなので本日も細か
くお伝えできないのが僕自身とても申し訳ない
と 思 うのですけれども、「こういうものなのか
な」と多少なりの興味でも持っていただけばお
話をさせていただいた甲斐があったかと思いま
す。
ご清聴ありがとうございました。
司会：大迫先生、ご講演大変にありがとうござ
いました。
33基調講演② 第 4回創価大学教育フォーラム
